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内容要旨 

 

【目的】歯科インプラントのオッセオインテグレーションの喪失を避ける

ためには, 応力の安全余裕を考慮する必要がある. 本実験は定量的な静

的圧縮応力を発生させる装置を用いて, オッセオインテグレーション状

態にある骨/インプラント界面の静的圧縮に対する限界応力(critical 

stress)を検索することを目的とした.  

【材料と方法】骨支持部、荷重発生部と荷重伝達部からなる小型装置開発

した. 2 匹のビーグル犬の左右の脛骨に骨支持部を埋入して, 2 ヵ月後に

荷重伝達部を骨支持部の中に設置した. その 2 ヵ月後に, 荷重発生部の

ネジを締めることにより, オッセオインテグレーション状態にある荷重

伝達装置の先端の骨/インプラント界面に静的圧縮応力（0-180MPa）を発

生させた. 7 日後に骨ブロックを摘出し, 組織形態計測を行った. 

【結果】骨/インプラント界面部においては, 骨吸収やオッセオインテグ

レーションの喪失は認められなかった. また, 骨/インプラント界面付近

のオステオンの形態は静的圧縮応力の量によって影響されなかった. 一

方, 骨/インプラント界面と反対の皮質骨の外側において骨膜反応が認め



 

 

られた.  

【結論】オッセオインテグレーションの状態にある骨/インプラント界面

付近の骨は, 120MPa を超える静的圧縮応力に対して, ほとんど反応を示

さないことが示唆された. 

 


